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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

〈URL〉https://www.h-lasalle.ed.jp/
　　　　昭和35年（1960）、カトリック・ラ・サー
ル修道会によって現在の地に設立。平成11年
（1999）、中学校を開校。中高一貫のカトリック
ミッションスクールとして現在に至ります。

校風は、北海道の鷹揚な精神風土を反映して自
由闊達。基本的教育方針は「進学教育と人間教育
の高いレベルでの両立」。また、スローガンとし
ている「ファミリースピリット」には教師と生徒、
生徒同士の関係にとどまらず、保護者もその一員
と考えます。さらに全世界80か国900に及ぶ他の
ラ・サーリアン、ラ・サール学校との精神的つな
がりをもっていることも独特のものです。

■50人大部屋寮
個室とは次元の異なる濃密で多様な人間関係の
中に日常的に身をおくことで、社会人となってか
ら必要な、しかし現代の若者に欠けがちな柔軟で
逞しい人間関係力・コミュニケーション力が自然
に身に着くだけでなく、男子にとっては財産とも
言うべき生涯にわたる友人関係を築くこともでき
ます。また、ここで培われる力は、大学入試改革
で求められている人材と符合しているとも言える
でしょう。中学入学者は高 1から、高校入学者は
高 ２から ４人部屋になります。
■全国No1とも言われる全国区性
中学においては、開校以来２5年間、地方にあり
ながら、入学者の過半数が毎年東京・大阪・名古

屋出身であるのは函館ラ・サールだけでしょう。
異なる地域文化を背負った友人との日常的接触は、
卒業生の言によれば「ラ・サールにいた時は、生
徒が全国から集まるのは当たり前だと思っていた。
しかし卒業して気づいた。あれは特殊な環境だっ
た。そしてあそこから得たものが大きかった。」
■問題を抱えた生徒をあくまでも支援すること
カトリックミッションスクールの良心として、

様々な問題を抱えた生徒を、卒業に向けてあくま
でも支援しています。それは「ラ・サール卒業」
ということが、人生の様々な局面で自分の矜持に
なることがあるからでもあります。
■部活が非常に盛んで強いこと
バスケット、バレーボールが ２面とれる大きな

体育館が ２つあるのに加えて、野球・サッカー・
ラグビーが同時にできる広大なグランドが寮に隣
接し、都会では考えられない恵まれた練習環境を
もっていることもあって、進学校としては出色の
戦績を修めています。特にラグビー部は、この10
年間で 3回花園に出場しています。多くの部活で
はレギュラーになるのは容易ではありません。こ
のことも、学力偏差値至上主義ではない人間教育
重視の実践のひとつと考えています。
■低廉な経費
授業料と寮費（休日の食事・洗濯を含む）合わ

せて月約11万円です。「経費が安いから」を入学
理由の一つにしている方も少なくありません。
■函館という街で暮らすこと
函館は、全国住みたい街コンクール ２年連続 1
位にもなった歴史的情緒と北海道の豊かな自然を
併せ持つエキゾチックな魅力にあふれた港町です。
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〒041 – 8765　北海道函館市日吉町1 – 12 – 1　☎0138 – 52 – 0365　学校長　齋藤　瑞木

ここでの生活は一生心に残ることでしょう。都会
の刺激は大学生からでも遅くありません。

①入学から卒業まで「倫理宗教」の授業でキリ
スト教を学ぶと同時に、多くのディスカッション
を通じて多様な問題意識を深めることができます。
②バランスの取れた教育が大切と考え、中学で
は公立と同じ芸体教科時数を確保しています。
③ 5教科の時数が多いので必然的に「先取り」
になりますが、「無理のない先取り」を基本とし
ています。
④文理分けは高 ２から。高 3では私文コースも
あります。また大学入試に即応する「特講」の授
業もあり、難関国公立大学や医学部受験を想定し

た個別指導もあります。

学園祭、雪中運動会、東京研修旅行（高 1）、
スキー研修（中）、球技大会（中高）、函館フィー
ルドワーク（中学生による研究発表）、速歩遠足
（２0キロ完走歩）に加えて中学の海外研修旅行では、
英語圏の学校でホームステイをしながら現地校の
授業に生徒として参加します。

学年によりますが、加入率は70〜90％。毎年10
〜15のクラブが北海道大会に出場し、 ２〜 ４のク
ラブが全国大会に出場するほどの戦績を誇ります。

カリキュラムの特色
学校行事

クラブ活動

■2025年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
1次　　80 1２/２〜1２/18 1/8 1/9 1/1４
２次　　　　 1/15〜1/２7 ２/3 ２/４ ２/1２
〔学外会場〕札幌（ 1次のみ）、東京、名古屋、大阪
　　　　　　募集人員は内部進学者を含む
募集人員 出願期間 試験日発表日 手続締切日

推薦・県外� 135 1２/18〜1/7 1/18 1/２1 1/２7
一般 1/２0〜1/31 ２/13 ２/２0 3/3
海外特別入試あり
〔学外会場〕推薦・一般：札幌、旭川、帯広、北
見、青森、盛岡（推薦のみ）、仙台、東京、名古
屋（推薦のみ）、大阪　県外：青森、盛岡、仙台、
東京、名古屋、大阪
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
3科（国・算・理か国・算・社）か ４科（国語・
算数・理科・社会）　※ ２次入試は ２科（国語・
算数）も可
〈配点・時間〉国・算＝各100点60分　理・社＝
各50点４0分　
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦・県外：国語、数学、英語（リスニング含む）
一般：国語、数学、英語（リスニング含む）、理科、
社会
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点60分　理・
社＝各100点50分

〈面接〉なし

■指定校推薦枠のある主な大学
早稲田大　上智大　中央大　東京理科大　法政大　　
明治大　　立教大　国際基督教大　同志社大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
113人 65人 0 人 0 人 1 人 0 人 ４7人

■2024年度入試結果
　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1次　　　80 ２66 ２59 159 1.6
２次　　　　　 79 68 ４４ 1.5

　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦 60 60 30 ２.0
県外� 160 17 17 11 1.5
一般 67 66 ４0 1.7
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学校説明会　予約不要
★中学校
11/9（見学会もあり）
東京　11/16　11/２3
★高等学校
10/２6（見学会もあり）
東京　11/16　11/２3
見学できる行事　
学園祭　7/13・7/1４（終了）


